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【10月】

9月25日に全国一斉にス
タートした「STOP THE 格
差社会！暮らしの底上げ実現
キャンペーン」第3弾。北海
道から沖縄まで、全国の働く
仲間たちがタスキをつないで、
労働者保護ルール改悪阻
止等一丸となって安心社会
の実現等を訴える「全国縦
断アピールリレー」は10月29日（水）現在、東は
石川県、西は愛媛県を走っている最中である。
連合長野には、11月28日（金）に連合岐阜よ
りタスキを受け取り、29日（土）、30日（日）にか
けて県内をリレーするほか、各地で知事要請
や集会、街頭行動等の実施を計画している。

こうした取り組みと連動し、10月7日（火）より
「ディーセントワーク世界行動デー」と位置付
け、「働きがいのある人間らしい仕事」の実現
を求めて行動を行っている。連合長野でもこ
の動きにあわせ、7日に長野駅前、10日（金）
に松本駅前で街宣行動を実施。チラシ・ティッ

シュの他、ハーブの種を
配布した。

本日29日（水）には飯
田での街宣を予定して
おり、今後全地協におい
ても街宣行動を行ってい
く予定。組合員の皆さん
にも街宣をはじめ、アピー
ルリレーや集会への参加
を積極的にお願いした
い。

今こそ、働く仲間たちが一丸となる時！
全国縦断アピールリレー＆

ディーセントワーク世界行動デー

アピールリレーは
10月29日（水）現在、
西日本ルートは愛媛県、
東日本ルートは石川県
を走っているよ！

※最新情報更新中！  連合ＨＰをチェック！
http://www.jtuc-rengo.or.jp/
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推薦・連携県議会議員懇談会を開催
～相互の連携を深め「働く者・生活者」の�
� 視点に立った政策・制度課題の実現をめざす～

連合長野は、9月25日に「推薦・連携県議会議員
懇談会」を開催し、県議会議員18名の出席のもと、
知事選総括や政策制度課題の確認とともに、第18
回統一地方選挙方針の提起・意見交換等を行った。

この懇談会は連合長野推薦の県議会議員18名、
連携県議会議員3名の21名で構成するもので、固有
の政策を尊重しつつ議員相互の理解を深めるとともに、
連合および連合長野の政策・制度課題等について意
見交換・議会活動を通じてその実現に努め、長野県及
び県内各自治体の発展と「働くことを軸とする安心社
会」をめざすことを目的とし、定期的に開催している。

7月の開催に続く今回の懇談では、連合・連合長
野・地域協議会の求める政策制度実現のためにしっ
かりと対話を重ね、働く者・生活者の立場に立った政

策制度の実現に向けた取り組みや、より重要性を増
している統一地方選挙に向けた方針について意見
交換を行った。

冒頭、中山会長より「連合は発足からまもなく25年
目を迎えるが、多くの働く仲間が労働組合というセーフ
ティーネットの外に置き去りにされている。今こそ、すべて
の働く者の幸せを実現するという結成の原点に立ち戻
り、積極的な大衆運動を展開しなければならない。働く
者・生活者の視点に立った政策の実現が必要性を増
している中、推薦議員との連携を強化し、政策・制度の
前進・実現をめざしたい」と挨拶。その後、倉田推薦・連
携議員懇談会会長、宮澤組織内議員懇談会会長よ
りご挨拶をいただき「働くことを軸とする安心社会」の実
現に向けて連携していくことをあらためて誓い合った。

倉田議員あいさつ

宮澤議員あいさつ



連合長野ニュース No.366【10月】

澄んだ秋空の下、
組合員の皆さんと力を合わせて
国際協力田で稲刈り・脱穀を実施

連合長野国民運動・環境委員会では飢餓に苦しむアフリカ・マリ共和国にお米を送るため、5～6月を通じて国
際協力田における田植えを実施。今回は9～10月にかけて稲刈り・脱穀作業を行った。

飢餓で苦しむアフリカのマリ共和国へ支援米
を送る『国際協力田運動』を始めて5年目。今年か
ら3箇所になった安曇野・上伊那・長野協力田の
稲刈りと脱穀が天候に恵まれ予定通り終了した。

安曇野田は国民運動・環境委員会メンバーを
中心に9月20日、上伊那田は農団労上伊那労組
と上伊那地協幹事会で9月27日、初めての長野
田は長野地協幹事会と農団労ながの農協労組
で10月4日。

安曇野は稲の開花時に強風が続い
たため収量が昨年より2割減の267kg
になってしまったが、上伊那と長野は
300kgを超える収量で、最終的には来
年1月9日頃の国際協力田米発送式を
経て船便でマリへ発送される予定で
ある。
� （寄稿：連合長野国民運動・環境委員会）

安曇野協力田（9月20日）

上伊那協力田（9月27日）

長野協力田（10月4日）



連合長野ニュース No.366【10月】

連合長野中小労組支援委員会は10月4日（土）、
塩尻総合文化センターで「2014安全衛生担当者会
議」を開催。11産別、19単組から25人が参加し、事
務局を含めた32人で受講した。

昨年に引き続き、長野産業保健総合支援センター
の産業保健相談員（法令担当）塚原昭雄氏から「安
全衛生委員会・衛生委員会の活性化」と題した講演
を受けた。大小を問わず、多くの職場で安全衛生委
員会の活動が形式化していることへの問題意識から、
２年続いて同じ講師による同じ演題で行うこととした。

塚原講師は委員会設置についての安全衛生法・
安全衛生規則の根拠条文を示して「たとえ安全衛
生委員会の設置義務がない50人未満の事業所に
おいても、安衛則23条には『関係労働者の意見を聴
く』ことが義務付けられている」ことを強調した。さらに

労働者の意見に基づく『職場
の自主的な取組み』が「労災
防止の基本」であると話した。

続いて労働者側の取組み
について、だれもが標語として
知っている「５Ｓ」運動（整理・
整頓・清掃・清潔・しつけ）に加え、ニュー５Ｓ（スキル・ス
ピード・サイエンス・スピリット・セーフティ）の観点を職場
の作業見直しに加えることを受講者たちに提唱。「安
全衛生法の条文にも取り入れられている５Ｓ運動は
職場のハードウェアに係わる部分であるが、労働災害
が増加している現状において作業に係わる人間を
見るソフトウェアの改良が必要であり、安全衛生委員
会の議論に導入してほしい」と講演を結んだ。

（寄稿：連合長野中小労組支援委員会）

連合長野国民運動・環境委員会は10月16日（木）、世界の
食料問題を考える「世界食料デー」に合わせ、長野駅前と松
本駅前において街頭行動を行った。

この活動は「食と農を守る」をテーマに2008年より行われて
いるもので、ＪＡおよび組合員の協力のもと、街頭でエノキ茸と
チラシを配布。長野駅前は中山会長と寺澤副会長、松本駅前
は小林副会長と根橋事務局長がそれぞれ弁士を務め、世界
の飢餓根絶や日本の食料自給率向上等を訴えた。

労災防止には労働者の意見と自主的取り組み
「安全衛生委員会の活性化」をテーマに講演を聞く

日本と世界の食料問題解決に向けてアピール
～世界食料デー～

TOPICS

講演する塚原氏

（右写真）弁士を務める寺澤副会長


